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＜MBTコロナ克服キャンペーン・奈良医大研究成果情報＞

柿タンニン（柿渋）含有飴の、 COVID-19 患者に対する
口腔内新型コロナウイルス (SARS-CoV-2) 抑制効果を証明

・奈良県立医科大学免疫学講座の伊藤利洋教授らの共同研究グループは、
MBTコンソーシアム会員企業のカンロ株式会社との共同研究で、柿から
高純度に抽出した柿タンニン（柿渋）を含有する飴（以降、柿渋飴）を
開発し、その飴を口腔内に含み一定時間舐めた唾液が新型コロナウイルス
のデルタ株を不活化することを試験管内で実証しました。本成果は7月27
日付で国際科学誌「Viruses」にオンライン掲載されました。

・コロナ陽性患者が、柿渋を含まない飴（コントロール飴）を10分間舐めた

直後の唾液では、ウイルス減少効果は見らませんでした。これに対し、開
発した柿渋飴を10分間舐めた直後の唾液では、ウイルスは検出限界以下
にまで減少（不活化）し、1時間経過してもウイルス抑制の効果が継続し
ました。その結果を図１に示します。

・この意味することは、コロナ陽性患者が柿渋飴を舐めていれば、その唾液

のコロナウイルス不活化効果により、周囲者への飛沫・エアロゾル感染の
リスクを大幅に減少できる可能性が期待されます。

図１
柿渋飴を舐めた唾液の
コロナウイルス不活化
効果

＊本内容の詳細は、奈良県立医科大学
ニュースリリース（下記のURL.又は
QRコード）から閲覧できます。
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